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〈特集〉間文化現象学
巻頭言
小特集 1　視覚と間文化性
小特集 2　生活世界と諸科学

本号には、2つの小特集を収めました。まず、小特集「視覚と間文化性」

の 6編は、立命館大学・間文化現象学研究センター（センター長：谷徹　本

学文学部教授）の主催により 2015年 3月 25日（水）に開催されたワーク

ショップ「視覚と間文化性」（於：立命館大学　衣笠キャンパス　末川記念

会館　第三会議室）での発表にもとづく論考です。

2009年に発足した間文化現象学研究センターは、2014度より新たに科研

費（基盤 B「間文化性の理論的・実践的探求―間文化現象学の新展開」研

究課題番号 : 26284007、代表：加國尚志　本学文学部教授）の支援を受けて、

5年間の研究活動を開始していますが、これはその初年度の成果の一部とな

ります。ここにワークショップの趣旨を紹介いたします。

視覚（ヴィジョン）は、他の諸感覚とくらべても、哲学の歴史においてと

りわけ重視されてきました。観照（テオリア）が理論（セオリー）の起源で

あるように、視覚は人間の文化的な営みと不可分なものですが、視覚がいか

なる意味をもつかは、それが属する時代や文化によって変化してきたことも

また明らかです。アメリカの思想史家マーティン・ジェイは大著『うつむく

眼』で、古代から現代にいたる哲学の歴史において視覚がいかなる役割を果

たしてきたかを精査し、とりわけ「近年の、さまざまな分野にわたる非常に

多くのフランス思想のなかには、視覚に対する、また近代におけるその覇権

的役割に対する強い疑念が何らかの仕方で染み込んでいるということ」

（Martin Jay, Downcast Eyes: The Denigration of Vision in Twentieth-
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Century French Thought, University of California Press, 1994, p. 14.）―す

なわち、20世紀フランス思想における反視覚中心的な言説―を明らかにし

ようとしました。

「視覚の権威剥奪」とも呼ばれるこうしたジェイの議論をひとつの参照軸

として念頭におきつつ、本ワークショップでは、登壇者がそれぞれの視角か

ら、ニーチェ、ハイデガー、メルロ＝ポンティ、バタイユ、デリダ、そして

リルケという哲学者・文学者における「視覚」の問題についての発表を行な

い、全体で討論することによって、西洋の哲学・文化における「視覚」の意

義を探りました。

続いて、2014年 3月 15日（土）に海外の研究者を招いて開催された国際

ワークショップ「The Lifeworld and Sciences」（於：立命館大学　衣笠キャン

パス　末川記念会館　第二会議室）での 2編が掲載されています。当日は英

語での発表および討論が行われましたが、ここに収めましたのはその日本語

版です。これは当センターがとりくむ積極的な国際研究交流の記録でもあり

ます。

いずれのワークショップも、充実した発表に続いて有益な議論が交わさ

れ、間文化現象学の新展開にふさわしいものになったと思います。その成果

をご覧いただくとともに、今後の間文化現象学の活動にもご支援を賜れば幸

いです。

2016年 3月

亀井　大輔（立命館大学文学部准教授）


